
11
月
10
日
、
長
野
県
労
組
会

議
、
長
野
地
区
労
組
会
議
、
国

労
長
野
地
本
の
共
催
で
「
紋
別

･

美
幌
闘
争
団
オ
ル
グ
国
鉄
闘

争
報
告
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

支
援
共
闘
、
国
労
組
合
員
な
ど

１
０
０
名
が
参
加
し
た
。

国
鉄
闘
争
と
と
も
に
社
会
保

険
庁
の
問
題
、
ア
ル
ピ
コ
労
組

の
闘
い
の
現
状
報
告
を
受
け
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決

と
冬
期
物
販
の
取
り
組
み
の
意

思
統
一
を
行
な
っ
た
。

「
一
歩
を
踏
み
出
し
た
一
年
」

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
高
橋
県
労
組
会
議

議
長
は
「
紋
別
・
美
幌
闘
争
団

の
支
援
再
開
が
で
き
た
こ
と
が

一
番
大
き
な
出
来
事
で
す
。
ま

る
で
六
年
間
の

ブ
ラ
ン
ク
が
無

か
っ
た
か
の
よ

う
に
ま
た
一
緒

に
手
を
つ
な
い

で
闘
っ
て
い
け

る
状
況
が
で
き

た
一
年
間
で
し

た
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
「
10

月
24
日
に
開
か

れ
た
全
国
集
会

は
昨
年
を
上
回

る
一
万
千
名
を

超
え
る
大
集
会

と
な
り
、
こ
の

闘
い
に
勝
利
す

る
姿
勢
が
は
っ

き
り
し
て
き
た
。

今
年
は
勝
利
に
向
け
て
一
歩

踏
み
出
せ
、
最
終
局
面
で
の
詰

め
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
所
ま

で
追
い
詰
め
た
と
実
感
し
た
」

と
一
年
を
振
り
返
っ
た
。

国
労
を
代
表
し
て
平
山
委
員

長
は
「
闘
い
が
始
ま
っ
て
22
年

に
な
る
が
、
全
国
一
を
誇
る
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
物
販

の
取
り
組
み
は
、
闘
争
団
の
生

活
を
支
え
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

闘
い
を
風
化
さ
せ
ず
広
め
て
い

る
」
と
国
労
支
援
へ
の
感
謝
を

述
べ
、
「
国
労
長
野
地
本
全
体

が
支
援
共
闘
と
共
に
手
を
取
っ

て
一
日
も
早
い
解
決
を
目
指
す

た
め
に
腹
を
く
く
っ
て
闘
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
る
」
と
闘
い
の
決
意
を
表
明

し
、
あ
ら
た
め
て
冬
期
物
販
、

ホ
タ
テ
販
売
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
た
。

「
普
通
の
家
庭
・

生
活
を
取
り
戻
し
た
い
」

闘
争
団
の
報
告
で
、
美
幌
闘

争
団
長
縄
団
長
は
「
初
め
て
長

野
に
オ
ル
グ
に
入
っ
た
時
は
、

明
日
の
食
事
、
自
分
が
ど
う
し

た
い
の
か
不
安
を
持
っ
て
の
オ

ル
グ
で
し
た
。
長
野
の
皆
さ
ん

か
ら
の
声
か
け
、
物
販
へ
の
協

力
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
私

た
ち
闘
争
団
へ
の
支
援
の
気
持

ち
が
強
く
届
き
ま
し
た
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。
ま
た
「
何
と
し

て
も
こ
の
時
期
に
解
決
を
さ
せ
、

普
通
の
家
庭
・
生
活
を
取
り
戻

し
た
い
。
22
年
間
闘
っ
て
き
た

闘
争
団
員
・
家
族
は
勝
利
す
る

こ
と
で
気
持
ち
の
整
理
が
で
き

る
。
ま
た
、
政
府
側
に
、
不
当

な
こ
と
を
す
れ
ば
労
働
者
の
怒

り
を
買
う
こ
と
を
示
し
た
い
」

と
闘
い
の
決
意
を
力
強
く
語
っ

た
。

「
最
大
の
チ
ャ
ン
ス

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
！
」

紋
別
闘
争
団
清
野
団
長
は

「
２
度
目
の
解
雇
を
さ
れ
て
19

年
、
け
ん
か
腰
で
闘
っ
て
き
て
、

最
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
と
確

信
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
が
正

念
場
で
あ
る
し
、
ミ
ス
が
許
さ

れ
な
い
時
期
に
来
て
い
る
」
と

述
べ
、
さ
ら
に
「
控
訴
審
の
判

決
前
に
政
府
に
決
断
を
求
め
て

解
決
し
て
行
か
な
い
限
り
、
求

め
て
い
る
３
つ
の
要
求
が
叶
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今
日

ま
で
闘
っ
て
き
た
力
と
支
援
い

た
だ
い
た
皆
様
の
力
を
を
集
中

さ
せ
て
解
決
し
て
い
き
た
い
。

来
年
は
物
販
オ
ル
グ
で
は
な
く

勝
利
報
告
で
県
内
を
回
り
た
い
」

と
訴
え
た
。

つ
づ
い
て
闘
争
団
へ
の
激
励

カ
ン
パ
が
、
県
支
援
共
闘
、
長

野
地
区
労
組
会
議
、
国
労
長
野

地
本
、
東
北
信
支
部
、
車
両
所

支
部
、
鉄
道
退
職
者
の
会
か
ら

両
闘
争
団
へ
と
手
渡
さ
れ
た
。

最
後
に
、
長
野
地
区
労
組
会

議
神
山
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
集
会
を
終
了
し
た
。

<

２
面
に
も
記
事>
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１１月９日、日曜日の夕方でにぎわう

長野駅頭において、紋別闘争団・清野団

長と美幌闘争団・長縄団長にマイクを持っ

ていただき、ＪＲ不採用問題の早期解決

と闘いの現状を市民に訴えた。

また、地本独自作成のチラシを、組合

員３０数名で行き交う人々にていねいに

渡した。

平山委員長、佐藤書記長もマイクを手

に、ＪＲ不採用問題とともに、２０１４

年の北陸新幹線開業に伴う並行在来線

（信越線長野～直江津間）問題、アルピ

コグループの私的整理に端を発した赤字

バス路線の廃止問題等について訴えた。

午後４時から１時間ほどの行動であっ

たが、受け取ったチラシに見入る人、チ

ラシを手に組合員に話しかけてくる人な

ど様々な反応があった。

発行所
国鉄労働組合長野地方本部

長野市中御所3-2-22

発行者 平 山 芳 夫
編集者 清 水 孝 次
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第1460号

●
国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う
！

地
方
本
部
は
、
冬
期
物
販
の
取
り
組
み
に
合
わ
せ
、
紋
別
・
美
幌
両
闘
争
団
に
よ
る
県
下

オ
ル
グ
を
11
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
展
開
し
た
。

中
南
信
コ
ー
ス
に
紋
別
・
清
野
団
長
、
東
北
信
コ
ー
ス
に
美
幌
・
長
縄
団
長
が
入
り
、
県

下
14
地
区
を
ま
わ
り
、
各
地
区
の
単
産
・
単
組
に
、
闘
い
の
現
状
と
冬
期
物
販
・
ホ
タ
テ
販

売
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

９
日
に
は
、
長
野
駅
前
で
街
頭
宣
伝
、
チ
ラ
シ
配
布
行
動
を
行
な
い
、
オ
ル
グ
に
先
立
ち

市
民
に
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
長
野
、
飯
水
（
11
日
、
45
名
参
加
）
で
報
告
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

市民に訴える長縄団長

一人ひとりにチラシをわたす組合員



社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が

社
会
保
険
庁
改
革
に
よ
っ
て
減

ら
さ
れ
て
い
る
。

10
月
１
日
か
ら
、
健
康
保
険

業
務
が
全
国
健
康
保
険
協
会

（
民
営
）
に
移
行
さ
れ
、
年
金

業
務
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０

年
１
月
ま
で
社
会
保
険
事
務
所

で
行
い
、
最
終
的
に
民
間
の
日

本
年
金
機
構
に
引
き
継
が
れ
る
。

政
府
の
基
本
方
針
は
、
日
本

年
金
機
構
の
定
数
１
０
８
８
０

人
う
ち
１
０
０
０
人
は
民
間
、

９
８
８
０
人
が
現
職
か
ら
採
用

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
現
職

員
１
４
０
０
０
名
全
員
の
再
雇

用
と
は
な
ら
な
い
。

職
員
を
一
旦
退
職
さ
せ
、
再

雇
用
（
採
用
）
に
あ
た
っ
て
は

設
立
準
備
委
員
会
が
個
別
に
採

用
を
判
断
す
る
。

政
府
は
、
社
会
保
険
の
職
場

を
ダ
メ
に
し
た
の
は
、
ダ
メ
な

労
働
者
で
あ
る
と
し
、
業
務
時

間
外
閲
覧
、
国
民
年
金
不
適
正

処
理
で
の
処
分
、
業
務
以
外
で

懲
戒
処
分
、
十
数
年
前
の
交
通

事
故
で
懲
戒
処
分
を
受
け
た
人

は
採
用
し
な
い
。
ま
た
、
労
働

組
合
役
員
は
新
会
社
に
採
用
し

な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

時
間
内
組
合
活
動
を
行
っ
た
職

員
も
採
用
さ
れ
な
い
可
能
性
も

あ
り
、
国
労
の
不
採
用
事
件
に

共
通
し
た
も
の
が
あ
る
。

今
後
、
分
限
免
職
を
回
避
す

る
努
力
を
使
用
者
側
に
求
め
、

新
し
い
職
が
斡
旋
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
裁
判
闘
争
も
視
野
に

入
れ
、
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
く
。

松
本
の
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
が

閉
店
し
、
地
域
住
民
の
生
活
の

場
が
な
く
な
り
、
時
間
を
か
け

遠
く
へ
買
い
物
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
お
年
寄
り
の
生
活

圏
が
奪
わ
れ
て
来
て
い
る
。

交
通
関
係
で
は
、
松
本
電
鉄
・

諏
訪
バ
ス
・
川
中
島
バ
ス
・
ア

ル
ピ
コ
ハ
イ
ラ
ン
ド
バ
ス
を
合

併
し
、
企
業
の
再
生
を
図
る
骨

子
を
打
ち
出
し
た
が
、
交
渉
の

中
で
組
合
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
性
、
補
助
金
、
行
政

の
違
い
が
あ
り
、
合
併
は
無
理

で
あ
る
と
話
を
進
め
て
き
た
。

路
線
問
題
で
、
川
バ
ス
の
４

路
線
廃
止
・
７
路
線
の
見
直
し

の
申
し
入
れ
に
対
し
、
県
労
組

会
議
を
中
心
に
対
策
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
会
社
、

長
野
市
に
対
し
継
続
を
求
め
て

申
し
入
れ
た
。

労
働
組
合
主
催
の
各
地
区
、

県
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な

ど
に
よ
り
、
行
政
が
動
き
路
線

バ
ス
の
維
持
が
出
来
た
事
は
一

つ
の
成
果
で
あ
っ
た
。

地
域
の
足
を
守
れ
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

地
方
本
部
は
11
月
11
日
、

国
労
長
野
会
館
に
お
い
て

「
年
末
手
当
獲
得
！
地
本

総
決
起
集
会
」
を
開
催
し

た
。闘

争
団
オ
ル
グ
中
で
あ
っ

た
が
、
約
70
名
の
組
合
員

が
結
集
し
、
年
末
手
当
満

額
獲
得
の
闘
い
に
む
け
意

思
統
一
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平

山
委
員
長
は
「
三
島
・
貨

物
会
社
の
経
営
問
題
、
構

造
的
問
題
が
あ
り
厳
し
い

状
況
の
中
、
貨
物
会
社
は
、
完

全
民
営
化
の
道
筋
を
立
て
る
と

し
、
『
ニ
ュ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
二

〇
〇
一
』
に
よ
る
五
二
〇
〇
人

体
制
に
向
け
た
要
員
削
減
を
進

め
、
効
率
化
が
さ
ら
に
深
度
化

し
て
い
る
」
一
方
で
「
今
年
度

の
中
間
決
算
は
８
年
連
続
の
黒

字
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
」
「
社
員
の
犠
牲
に
よ
っ
て

達
成
さ
れ
た
黒
字
で
あ
り
、
生

活
費
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
年

末
手
当
の
満
額
獲
得
を
め
ざ
す
。

客
貨
一
体
と
な
っ
て
中
央
の
闘

い
に
結
び
つ
け
た
闘
い
を
行
っ

て
い
こ
う
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

つ
づ
い
て
、
貨
物
協
議
会
林

議
長
が
貨
物
会
社
の
情
勢
に
つ

い
て
報
告
し
「
和
解
は
し
て
も
、

要
求
は
き
ち
ん
と
行
う
の
が
国

労
の
基
本
で
あ
り
、
し
っ
か
り

と
運
動
を
進
め
て
い
く
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

東
日
本
会
社
の
情
勢
報
告
は
、

佐
藤
書
記
長
が
行
い
「
労
働
条

件
改
善
と
併
せ
て
、
年
末
手
当

獲
得
の
闘
い
を
全
職
場
か
ら
つ

く
っ
て
い
こ
う
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
を

含
め
た
当
面
す
る
秋
季
年
末
行

動
の
提
起
を
行
っ
た
。

車
両
所
支
部
、
東
北
信
支
部
、

中
南
信
支
部
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

か
ら
決
意
表
明
を
受
け
、
最
後

に
、
平
山
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
集
会
を
終
了
し
た
。
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10
日
の
国
鉄
闘
争
報
告
集
会
で
は
、
社
会
保

険
庁
改
革
問
題
、
ア
ル
ピ
コ
グ
ル
ー
プ
の
私
的

整
理
と
赤
字
バ
ス
路
線
問
題
に
つ
い
て
、
社
保

労
、
ア
ル
ピ
コ
労
組
か
ら
の
訴
え
が
あ
っ
た
。

社
会
保
険
庁
改
革
で
は
、
国
鉄
改
革
の
時
と

同
様
の
攻
撃
が
社
保
庁
職
員
に
か
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
全
農
林
の
仲
間
も
統
廃
合
に
よ
る

広
域
配
転
や
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

「
一
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
！
」
た
め
に

も
、
私
た
ち
の
闘
い
を
進
め
て
い
く
上
で
も
、

こ
う
し
た
攻
撃
と
闘
う
仲
間
を
国
労
と
し
て
し
っ

か
り
と
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
ア
ル
ピ
コ
労
組
の
闘
い
で
は
、
大
き

な
成
果
を
得
た
が
、
私
的
整
理
問
題
決
着
ま
で
、

今
後
の
闘
い
が
重
要
で
あ
る
。

社
保
労

長
野
県
支
部

西
澤
支
部
長
の
報
告

ア
ル
ピ
コ
労
組
川
バ
ス
支
部

二
本
松
委
員
長
の
報
告

11月15日、例年よりも１週間遅く
皇居で懐かしい顔に再会できた。か
つて地域間異動の間、東京駅で一緒
に仕事をした仲間と顔を合わせる事
を楽しみに毎年開催される国労の皇
居マラソン。
今回、僕ら長野チームの目標は４

連覇して、それまで高崎チームが作っ
た連覇記録に並ぶことでした。
地域間異動は僕が走り始めるきっ

かけで、皇居マラソン（駅伝）大会
があることを知ったのも、参加した
のも、地域間異動の時が最初でした。
その頃は東京駅分会チームとして
“打倒長野”が目標だったことが懐
かしく思い出されます。全く個人的
な話ですが、長野に帰ってから誘わ
れるままに諏訪湖マラソンや長野マ
ラソンに参加するようになり、何時
も後からゴールをする僕を励まして
くれた国労の仲間にいつか追いつき
たい、追い越したい…の思いが練習

嫌いの僕を後押ししてくれた。おか
げで昨年の長野マラソンでサブスリー
も達成できました。
「今年はアンカーを頼む！」と轟

君から言われ意気込んで走った…結
果は区間７位（他のメンバーは全員
区間１位と２位）一寸ガックリ…。
でも優勝チームのアンカーはメッタ
に経験できない５Ｋｍでした。
来年は５連覇目指してがんばりま

す。「マラソンはチームスポーツだ」
と言った先輩の言葉を胸に！

篠ノ井運輸分会 柳原昭治

☆長野地本Ａチーム １位1:15:23
★長野地本Ｂチーム ４位1:18:43
★長野地本Ｃチーム１７位1:32:49
区間賞 ２区2.5km 轟 勝

３区2.5km 関口 修
４区2.5km 平塚 隆

☆個人マラソン女子１位
吉江敏子0:24:30

４連覇を達成した長野地本の健脚の面々


